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発行・問合せ：
奥大和移住・定住連携協議会

（事務局 : 奈良県移住・交流推進室　
☎ 0744-48-3016）

奥大和移住・定住連携協議会は、
奈良県と奥大和地域１９市町村で
構成されています。

奥大和移住定住交流センター「engawa」

本紙は、奥大和地域に暮らしている方々へ、移住者や地域での移住・定住に関する取り組みを紹介し、自らが住む地域の良さを実感していただくために発行しています。

奈良・奥大和

十津川の木を使って、

子どもたちの笑顔を生み出す。

金剛山地を見下ろす絶景を

1日1組限定のひとり占め。

家族でご飯を食べる、

そんな幸せな時間が、ここにはある。

家族みんなで力を合わせ

地域の恵みを食に変えて届ける。

奥大和エリアの移住・定住にまつわる動きをレポート。

今回は、御所市、十津川村、野迫川村、五條市をご紹介します。
Local ReportLife

十津川村

五條市

御所市

野迫川村

　「これ見てみ！昨日、裏の山で採ったんだよ」巨大な本

シメジを片手にお母さんが笑う。「派手なものはないよ。

地元食を食べてもらいたいだけ」田舎食堂「別所」のメ

ニューは地元食材を生かした郷土料理。元々民宿をして

いた別所さん一家。水害で宿が流されたが、「野迫川でお

客様を迎えたい」その一心で食堂を建てた。家族みんな

でお店を切り盛りする。家族みんな笑顔で働いている。今

日の日替わりは、「生ワサビ丼」。天然ワサビをのせて、白

飯をかきこむ。うまい。思わずうなる。野迫川の自然と別所

さん一家の人間性が味わえる、特別な食堂だ。

　金剛山の麓で鍬をふるい農業を営む松

永さん。大阪から移住・就農し、自然と共に生

きるようになって8年。彼が作る無農薬野菜

には熱いファンが多い。セット定期便で販売

をする際には、必ず手紙が添えられ、野菜を

活かしたレシピと、彼の思いのメッセージが込

められる。「人間らしく生きることを大切にした

い」就農して収入は下がったが、幸せの時

間が増えたという。サラリーマン時代には味わ

えなかった家族とご飯を食べる時間。今はか

けがえのない幸せな時間だ。人とのつながり

を大切に生きる。「2月に家族が増えたんで

す」松永さんは笑った。

　トンカン。ゴリゴリ。凛とした山の空

気に響く木工の音。木の香りが満ち

た作業場で、黙々と木と向き合う。

坂口さんが十津川に来たきっかけ

は、平成23年の大水害。災害復興

の地域おこし協力隊として和歌山

から移住してきた。奥さんとは元々

同郷で、結婚後、一緒に十津川村

に移住してきた。そして、新たな家

族も生まれた。「小学校の下駄箱を

作っているんです」十津川の木の

ぬくもりが溢れる下駄箱は、子どもた

ちを温かく見守ってくれるだろう。娘

がこの下駄箱を使う。そんなことをイ

メージする。ここはモノづくりに最適

な環境なのだ。

　緑に包まれた天空の別世界。展望露天やテ

ラスからこの絶景を楽しめるのは、贅沢にも1日1

組だけ。食事はオーナー手作りの石窯で焼く名

物ピザや田舎の家庭料理が味わえる。気軽に立

ち寄れるカフェも併設されているので、ドライブ途

中の立ち寄りにも最適！

ローカル・ライフ　ジャーナル

▲左から谷川さん、松永さん、志賀さん。2人は
農作業を手伝いに

▲左からカッティングボード、バインダー、
名刺入れ。坂口さんの優しさと技術がこ
もった逸品ぞろい

▲周囲には五條名産の柿畑が広がる

◀
カ
フ
ェ
営
業
は
11
時
～
16
時（
ピ

ザ
の
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
15
時
）、
火
曜

定
休
（
冬
期
休
業
は
12
月
末
～
２

月
末
）

▲柿農家でもあるオーナーの柳澤さんご
夫妻▲ピザはきのこクリーム1200円など4種類

▲子どもたちが使いやすいよう、高さの設計、手すりの取り
付けなど優しさが溢れる下駄箱

▶金剛山麓の肥沃な土壌
に、野菜が生き生きと育つ

▲日替わり「いなかランチ」800円。全て手作りで、お手製みそはコ
クと甘味がつまった絶品

▼笑顔が絶えない仲良し母娘。
左から早苗さん、節子さん

▲裏の山で採れた本シメジ。
スーパーではお目にかかれない
大きさ。その日に採れた食材を
地元料理でもてなすのが田舎
食堂「別所」流

V0744・48・3019　a橿原市常盤町605-5　s9時30分～18時　O金・土曜、祝祭、年末年始

地方と都会、若者と大人、移住者と奥大和地域の方々など、いろいろな場所とひとをつなぐ「engawa」。Wi-Fi完備のコ
ワーキングスペース、打ち合わせスペースとして、誰でも利用可能なオープンスペースだ。併設している相談窓口では、相
談員が移住について様々な情報を提供してくれる。奥大和での生活について、就業について、空き家についてなど、市
町村と連携してタイムリーな情報がここに集まっているので、移住定住を考えているひとの駆け込み寺的存在である。

2017 Winter

まつなが畑 MokkokuYa　V090・2032・6762

田舎食堂「別所」　a吉野郡野迫川村北股14　V0747・37・2604　V090-7119-6387

M9時～19時　O不定

カフェ＆農家民宿　こもれび　a五條市西吉野町湯塩210　V0747・32・0600　Q1泊2食

9800円～1万1000円、素泊まり6500円※1棟貸し／1日1組。11月上旬～2月末まで冬季休業

五條市で起きる、確かな歩み。

Nara  Okuyamato

◀
「
子
育
て
に
も
モ
ノ
づ
く
り

に
も
最
適
な
場
所
」
と
ほ
ほ

笑
む
坂
口
夫
妻
と
娘
の
愛
子

ち
ゃ
ん
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feature article

五條市の山村の暮らしを体験してもらうため誕
生した、移住体験型住宅「平雄」。五條市の南
部、西吉野町平雄は標高500ｍを超える山村
地区。周囲に民家がないので、夜は満天の星、
朝には山間からご来光が拝める。

地元のバレーボールチームに入って、様々な
先輩と出会えた。飲み会も盛んで親睦も深い

▶右から泉澤ちゑ
子さん、朋子さん。
言いたいことが言い
合える、仲良し母娘

◀金剛山中腹に位置す
る農村レストラン。使わ
れる野菜は周囲の畑で
採れたもの

◀完全有機素材で
作るソーセージは絶
品。噛めば噛むほど
旨味が広がる

▼黒豚と肉の中に霜を降らせる性質を持つ特別なデュロックという
茶豚を交配することにより泉澤農園特有の品種の豚肉を作っている

▶自然豊かで清潔
な環境で育つ黒豚
は、元気そのもの

◀「豚は繊細な生き物。
大切に育てることが大事
なんです」息子の光範さ
んは学校で畜産を学び、
他県の肉加工会社で修
業をしてＵターン。師匠で
ある父・光生さんと自然
循環畜産に励む

オフィスのある新町通りには、昔ながらの趣のある町屋が立ち並ぶ。「左がみよし邸」

田舎の家に帰ってきた。そんな趣の側道

キッチン、リビング、4部屋の和室。お風呂、トイレに作業スペースと、
とにかく広い

古民家をリノベーションした「平雄」。水回りは一新されていて使い
やすい

山の上に位置するので、目線の高さで山合いから朝日が覗く

［料金］無料

［期間］連続する7日以内（宿泊利用に限る）

［対象］移住を検討している方

［使用人数］9名まで

［問合せ］五條市役所　都市整備部まちづくり推進課

［電話］0747-22-4001（内線415）

山村の暮らしをリアルに感じる。

移住体験型住宅　平雄

移住体験できる
宿泊施設が誕生

自然の素材だけで、
美味しいものをつくる。

五條市を舞台に、
人と人をつなぐ。

Gojo

近
所
の
方
が
柿
を

差
し
入
れ
て
く
れ
た
。

　

「
五
條　

新
町
通
り
」
の
中
央
に
位

置
す
る
古
民
家
「
み
よ
し
邸
」
。
こ
こ
に

い
ま
、
熱
く
燃
え
る
男
が
い
る
。
北
海

道
稚
内
市
か
ら
移
住
し
て
き
た
木
村
さ

ん
。
大
学
を
卒
業
後
、五
條
市
へ
移
住
し

て
き
た
。
彼
の
目
的
は
五
條
市
を
舞
台

に
人
と
人
を
繋
ぐ
こ
と
だ
。
彼
が
所
属

す
る
「
G
O
J
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
五
條

の
歴
史
や
文
化
的
な
魅
力
を
大
切
に

し
、
地
域
の
人
と
起
業
志
向
の
高
い
大

学
生
や
都
市
部
で
活
躍
す
る
若
手
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
が
中
心
と
な
り
、
次
世
代
に

ア
レ
ル
ギ
ー
で
も

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
。

　

「
ケ
ン
カ
？
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
（
笑
）
。

で
も
毎
回
、
母
の
考
え
の
正
し
さ
に
気
づ

か
さ
れ
る
ん
で
す
」

こ
こ
、『
ば
ぁ
く
』
は
畜
産
場
で
あ
り
、
農

場
で
あ
り
、レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
あ
る
複
合

施
設
。
五
條
市
の
金
剛
山
麓
で
泉
澤
さ

ん
が
、
豚
を
飼
っ
て
そ
の
堆
肥
で
農
作
物

を
作
る
【
有
畜
有
機
複
合
農
業
】
を
始

め
た
の
は
40
年
前
。
き
っ
か
け
は
、
娘
の
朋

子
さ
ん
の
ア
レ
ル
ギ
ー
。
大
阪
・
堺
か
ら
の

Ｕ
タ
ー
ン
だ
っ
た
。「
自
分
の
手
で
納
得
の

い
く
も
の
を
食
べ
さ
せ
た
い
」
そ
う
考
え

た
ち
ゑ
子
さ
ん
は
、こ
の
地
の
自
然
に
目

を
向
け
た
。
金
剛
山
の
健
や
か
な
水
に

育
ま
れ
る
植
物
た
ち
。
こ
の
土
壌
で
農

作
物
を
育
て
、
食
を
生
み
出
す
。
そ
し
て

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
新
た
な
事
業
。
初
め

の
２
年
は
、
全
く
商
売
に
な
ら
な
か
っ
た

と
、
ち
ゑ
子
さ
ん
は
振
り
返
る
。「
お
金

が
み
る
み
る
無
く
な
っ
て
い
く
ん
だ
よ
。

収
入
に
対
す
る
葛
藤
の
日
々
だ
っ
た
」
祖

父
の
代
か
ら
続
く
畜
産
業
で
は
あ
る
が
、

有
畜
有
機
複
合
農
業
自
体
、
泉
澤
さ
ん

夫
妻
に
と
っ
て
は
、
初
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
さ
ら
に
自
然
を
軸
に
し
た
手
法
を

と
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
難
易
度
の

高
い
も
の
だ
っ
た
。「
で
も
こ
の
道
を
曲
げ

る
気
は
な
か
っ
た
」
娘
へ
の
思
い
が
、
泉
澤

さ
ん
を
支
え
た
。
現
在
で
は
、
息
子
の
光

範
さ
ん
と
ご
主
人
の
光
生
さ
ん
が
畜
産

を
、ち
ゑ
子
さ
ん
は
娘
の
朋
子
さ
ん
と
レ

ス
ト
ラ
ン
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
。お
店
の

こ
と
、メ
ニ
ュ
ー
の
こ
と
で
意
見
が
ぶ
つ
か
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
。し
か
し
朋
子
さ
ん

は
言
う
。「
い
つ
も
母
が
正
し
い
と
気
づ
か

繋
い
で
い
く
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
こ
こ
「
み
よ
し
邸
」
。

１
階
は
塾
、２
階
は
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
。
さ

ら
に
飲
食
店
を
始
め
よ
う
と
企
ん
で
い

る
。
地
野
菜
、
地
鶏
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
と

地
酒
を
提
供
す
る
、
徹
底
的
に
地
元
の

食
を
発
信
す
る
お
店
。「
地
元
の
人
が

ふ
ら
り
と
立
ち
寄
れ
る
空
間
を
提
供
し

た
い
」
屈
託
の
な
い
笑
顔
の
中
に
熱
い
決

意
を
滲
ま
せ
る
。
五
條
に
来
て
約
１
年
。

「
五
條
の
人
は
温
か
い
ん
で
す
」
近
所
の

ひ
と
が
差
し
入
れ
て
く
れ
た
柿
の
甘
さ

を
誇
ら
し
げ
に
語
る
彼
は
、
見
紛
う
こ

と
な
く
「
地
元
の
人
」
で
あ
る
。

さ
れ
る
。
半
歩
先
を
見
て
い
る
な
っ
て
。

尊
敬
す
る
母
で
す
」
家
族
で
同
じ
ご
ち

そ
う
を
食
べ
ら
れ
る
世
界
を
作
る
た
め
、

一
家
は
一
丸
と
な
っ
て
挑
戦
す
る
。

●GOJOチャレンジ
a五條市本町2-5-19

V0747・32・8471

●ばぁく
a五條市小和町719　V0747・25・0701
M9時～17時 レストラン・喫茶は11時～14時

O水・日曜 ※臨時休業の場合もあり。

「オール自然素材」への挑戦。

家族で同じごちそうを食べられる世界。
五條市、金剛山麓で有畜有機複合農業に取り組む一家がいる。

大麦、小麦を中心に自家配合した飼料で豚を育て、その堆肥で農作物を育てる。

40年前、1から始めた有畜有機複合農業が、いま日本各地のひとに支持されているそのわけとは？

家族で立ち向かう。「しあわせな食卓」を生み出すお手伝い。
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